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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年4月14日(2011.4.14)

【公表番号】特表2010-520170(P2010-520170A)
【公表日】平成22年6月10日(2010.6.10)
【年通号数】公開・登録公報2010-023
【出願番号】特願2009-551210(P2009-551210)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 209/48     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 209/86     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 295/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 295/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 209/48    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｃ 211/14    　　　　
   Ｃ０７Ｃ 209/86    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 295/14    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｄ 295/12    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月25日(2011.2.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の段階：
　ａ）エチレンジアミン（ＥＤＡ）をホルムアルデヒド及び青酸（ＨＣＮ）と反応させて
エチレンジアミンジアセトニトリル（ＥＤＤＮ）を取得する段階、
この際、ＥＤＡ対ホルムアルデヒド対ＨＣＮのモル比は、１：１．５：１．５～１：２：
２であり、
　ｂ）段階ａ）で得られるＥＤＤＮを、触媒及び溶剤の存在下で水素添加する段階
を含むトリエチレンテトラアミン（ＴＥＴＡ）の製法。
【請求項２】
　段階ａ）は、選択ａ１）～ａ４）により実施され、この際、
　ａ１）先ずホルムアルデヒド及びＨＣＮを反応させて、ホルムアルデヒドシアンヒドリ
ン（ＦＡＣＨ）を生成させ、引き続いてエチレンジアミン（ＥＤＡ）をＦＡＣＨと反応さ
せ、この際、ＥＤＡ対ＦＡＣＨのモル比は１：１．５～１：２であり、又は
　ａ２）エチレンジアミンホルムアルデヒド付加物（ＥＤＦＡ）をＨＣＮと反応させ、こ
の際、ＥＤＦＡ対ＨＣＮのモル比は１：１．５～１：２であり、又は
　ａ３）ＥＤＡをホルムアルデヒド及び青酸を含む混合物（ＧＦＢ）と反応させ、この際
、ＥＤＡ対ＧＦＢのモル比は１：１．５～１：２であり、又は
　ａ４）ＥＤＡをホルムアルデヒド及びＨＣＮと同時に反応させ、この際、ＥＤＡ対ホル
ムアルデヒド対ＨＣＮのモル比は１：１．５：１．５～１：２：２である、請求項１に記



(2) JP 2010-520170 A5 2011.4.14

載の方法。
【請求項３】
　段階ａ）は、水相で及び／又は１０～９０℃の温度で実施される、請求項１又は２に記
載の方法。
【請求項４】
　ＥＤＤＮは、ＥＤＤＮとともにエチレンジアミンモノアセトニトリル（ＥＤＭＮ）も含
有するアミノニトリル混合物中に含有されている、請求項１から３までのいずれか１項に
記載の方法。
【請求項５】
　示されたパラメーター範囲での、アミノニトリル混合物中のＥＤＭＮの割合を上昇させ
るために、より少ないモル割合のＦＡＣＨ（選択ａ１））、ＨＣＮ（選択ａ２））、ＧＦ
Ｂ（選択ａ３））又はホルムアルデヒド及びＨＣＮ（選択ａ４））を使用する、請求項４
に記載の方法。
【請求項６】
　アミノニトリル混合物は、ＥＤＤＮ少なくとも３０質量％及びＥＤＭＮ少なくとも５質
量％を含有する、請求項４又は５に記載の方法。
【請求項７】
　段階ａ）は、選択ａ１）により実施される、請求項１から６までのいずれか１項に記載
の方法。
【請求項８】
　水素添加の前に（段階ｂ）反応混合物から低沸点物を分離させ、この際、選択ａ１）で
の低沸点物分離は、ＦＡＣＨの製造に続いて既に行なわれてよく、及び／又は水素添加の
前に、水の濃度の減少が実施される、請求項１から７までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　段階ｂ）で、ラネー触媒を使用する、請求項１から８までのいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１０】
　段階ｂ）で、ラネーニッケル触媒又はラネーコバルト触媒を使用する、請求項９に記載
の方法。
【請求項１１】
　段階ｂ）で、溶剤は、水及び／又は有機溶剤であり、及び／又は圧力は３０～２５０バ
ールであり、及び／又は温度は８０℃～１４０℃である、請求項１から１０までのいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１２】
　有機溶剤が、テトラヒドロフラン又はメタノールである、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　水素添加後に、ＴＥＴＡ及び／又はジエチレントリアミン（ＤＥＴＡ）及び場合により
、副生成物として各々得られる反応生成物中に含まれている他のエチレンアミンを単離さ
せる、請求項１から１２までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　ＥＤＤＮ又はアミノニトリル混合物を、ＥＤＤＮ又はアミノニトリル混合物が水素添加
の際に水素と反応する速度よりも早くない速度で水素添加に供給する、請求項１から１３
までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　水素添加は、添加剤の存在下で実施される、請求項１から１４までのいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１６】
　段階ｂ）で得られるＤＥＴＡを全部又は部分的に段階ａ）に返送させる、請求項１から
１５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
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　返送されたＤＥＴＡを選択ａ１）によりＦＡＣＨと反応させ、この際得られる反応生成
物を水素添加する、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　水素添加後に、テトラエチレンペンタアミン（ＴＥＰＡ）を反応生成物から単離させる
、請求項１６又は１７に記載の方法。
【請求項１９】
　段階ｂ）で得られるアミノエチルピペラジン（ＡＥＰｉｐ）を全部又は部分的に段階ａ
）に返送させる、請求項１から１８までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項２０】
　返送されたＡＥＰｉｐを選択ａ１）によりＦＡＣＨと反応させ、この際得られる反応生
成物を水素添加する、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　水素添加後に、ジアミノエチルピペラジン（ＤＡＥＰｉｐ）、ピペラジノエチルエチレ
ンジアミン（ＰＥＥＤＡ）及び／又はアミノエチルピペラジニルエチルエチレンジアミン
（ＡＥＰＥＥＤＡ）を別々に反応生成物から単離させる、請求項１９又は２０に記載の方
法。
【請求項２２】
　ピペラジニルエチルアミノアセトニトリル（ＰＥＡＮ），アミノエチルピペラジニルア
セトニトリル（ＡＥＰＡＮ）又はシアノメチルピペラジニルエチルアミノアセトニトリル
（ＣＭＰＥＡＮ）から選択されるアミノニトリル。
【請求項２３】
　ＡＥＰｉｐをＦＡＣＨと反応させる、請求項２２に記載のアミノニトリルの製法。
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